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分子生物学的手法に よ っ て 検出 し た ア ン モ ニ ア 酸化細菌群 の

　　　　　　　水族館循環濾過槽 に お け る挙動

　 しの ざ き　 ひ ろや 　ふ く い　 まな ぶ 　た き い 　 すすむ
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　　　　　 都立大 院 ・理 ・生物

【目的】水族 に 対 し、ア ン モ ニ アが 有害 で あ る こ とは 良 く知 られ て い る 。
こ の ア ンモ

ニ ア 除去 を 目的 に 、水族館 で は古 くか ら循環 濾過 に よ る 水質の 浄化が 行わ れ て い る 。

循環 濾過 は 飼育 水槽 と濾過 水槽間 を飼育水 が 循環す る シ ス テ ム で 、濾過層 に て 砂 濾

過が 行 わ れ る こ とで 、飼育水 中の ア ンモ ニ ア 除去が な され る 。 しか しなが ら、 こ の

濾材 中の ア ン モ ニ ア酸 化細 菌群の 生物 学的知見 は 少 ない 。 本研究で は 、 こ の 濾材 中

の ア ン モ ニ ア酸 化細 菌群が 、逆洗 と呼ば れ る 濾材洗浄後、 どの 様な 挙動 を示す の か

を調査 した 。 また 、MPN −
nested 　PCR 法が短期的な挙動解析 に対 して 適応 可能か検

討 した 。

【方法 】水族館 濾過槽 の 表層 （0−2cm ）の 濾材 を滅菌試験管に 採取 した ， こ の 試料 を用

い て 硝酸化成 能、お よ び MPN −
nested 　PCR 法 によ る 菌数 の 測定 を行 っ た。硝酸化成

能 は濾 材 10g を培地 中で
一
週 間室温 に て 振盪培養 し、生 成 した 亜 硝酸 、硝 酸 イ オ ン

濃度 の 測 定 を行 い 、初 期値 との 差異か ら求めた 。菌数測定は 濾材 0，5g か ら ビーズ ・

ビ
ー

ト法 にて 抽 出 した DNA 溶液 を段階的に 10 倍希釈 し、そ れぞれ を鋳 型 と して

nested 　PCR を行 っ た 。 標 的 と したの は ammonia 　monooxygenase 遺伝子 で あ る。 こ

の 増幅産物の 有無か ら MPN 値を求め た。

【結果 と考察】硝 酸化成能は逆洗後、徐々 に増加 し 、 逆洗 25 日後には 一
時的 に減少

したが、逆洗 30 日後で は再 び増加 して い た 。
MPN −

nested 　PCR 法に よ る結果 もこ の

結果 と同様の 傾向 を示 し、逆洗後、徐々 に増加 した ア ン モ ニ ア 酸化 細菌群は 逆洗 25

日後に
一

時減少 し、逆洗 30 日後で は再 び増加 して い た 。 これ らの こ とか ら逆洗 に よ

り減 少 した ア ン モ ニ ア 酸化細 菌群 は時間経過 と共 に徐 々 に 増加す る が 、予 測 とは 異

な り、ある時期 （逆洗後 25 日 目） に減少 し、再び増加す る こ とが 分か っ た 。 また 、

MPN 法と比較 して 、　 MPN ’
nested 　PCR 法 は短時間で 多量 の 試料 を処理可能 で ある

こ とか ら、短期的な挙動解析 を行 うた め に は有効な方法で ある と考 え られた 。
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